
第３回 学校運営協議会 

日時：令和４年10月29日（土） 

14:00～15:30 

場所：麁玉小学校  会議室 

 

学校教育目標 「自ら考え みがき合う子」 

学校経営目標 「なりたい自分・よりよい学校地域を思い描き、 

                 主体的に考える力を育てる学びの創造」 

 

 

次第 

                 司会：教頭     

１ 日程説明（教頭）14：00 

 

２ 挨拶  

（１）会長挨拶 

 

 

   （２）校長挨拶 これまでの学校教育活動 

 

 

３ 議長の選出 

 

４ 第２回学校運営協議会の議事内容確認（議長） 

 

５ 熟議 （司会：議長） 14:10～15：15 

〇第１回学校評価の分析と「チャレンジ期」の検証（教務） 

・実践部会（職員）と学校運営協議会のメンバーとの熟議（各実践部長） 

※「やさしい子」「かしこい子」「たくましい子」の３部会に分かれる 

   ・今後の学校行事と来年度の教育課程編成に向けて（教務） 

 

６ 今後の取組について 15：15～15：30 

（１）第４回学校運営協議会について 

（２）学校支援コーディネーター・ディレクターより 

 （３）教育総務課より 

（４）その他  
 

 

 



                                令和４年 10 月３日 

   麁っ子だより浜松市立麁玉小学校                               

＜学校教育目標＞ 自ら考え みがき合う子 

http://www.city.hamamatsu-szo.ed.jp/aratama-e/ 

      

～学びの充実を目指して～ 
 ９月に入ってからも暑さが続いていましたが、10月に入り、過ごしやすい日が多くな

ってきました。子供たちは、暑さによるストレスが軽減され、何となく笑顔が多くなった

ような気がしています。 

 さて、10月は学校にとって学びの充実期になります。「麁っ子だより ４月号」でお

知らせしたとおり、本校では 10月～12月をチェンジ期と設定

して射ます。４・５月のスタート期、６～９月のチャレンジ期

を振り返り、教育活動の改善を図りながら、チェンジ期を進め

てまいります。 

 学びの充実期として、どんなことが行われるのか（行われた

のか）紹介します。９月末には、２・６年生の校外学習が行わ

れました。２年生の校外学習には、多くの保護者の方々に引率

していただきました。子供たちが安全に活動を進めることでき、感謝の気持ちでいっぱい

です。また、６年生の校外学習は、11月に実施する修学旅行を視野にグループ学習の練

習も含めて実施しました。グループ学習の成果と課題を皆で確認し、より良い修学旅行に

なっていくことでしょう。 

 そして、鑑賞教室（打楽器アンサンブルコンサート）も

本校体育館で行いました。子供たちが知っていそうな楽

曲を、打楽器の説明も加えながら、演奏していただきま

した。子供たち一人一人が「芸術の秋」を満喫すること

ができました。 

明日、10月 4日（火）には、「あらっこフェスタ」を

児童会主催で実施します。縦割り班でクイズラリーを行

います。異年齢での交流活動を通して、リーダーシップ

や協力する心を養っていくことが目標です。その後も 1

年生のリンゴ収穫体験、部会陸上記録会、「蛭沢池の秘密に迫ろう」（蛭沢池の水を抜く

工事があり、その途中を見学させていただく活動です。全校児童対象）、５年生の工場見

学など、それぞれの学年で体験を重視した活動が組まれています。 

各委員会活動も主体的な活動が目白押しとなっています。日々の学習と体験を重視した

活動及び子供の主体的な活動等を織り交ぜ、子供一人一人の学びが充実していくことを期

待しています。そして、その先に、「麁っ子だより ９月号」に書いた「学校に行くのが

楽しい」の設問で、良い結果が出ることも目指しています。 

校長 西川 正師 
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廊下歩行 

 毎週水曜日の元気タイムには、校内で呼びかけをして、廊  

下や階段の右側を、走らずに歩くことを意識させています。 

以前よりも落ち着いて歩くことができるようになってきま 

した。また、声を掛けられると、すぐに走るのを止め、歩く 

ことができるようになってきた子供たちも多くなりまし 

た。安全のためにも、今後も廊下歩行を意識させていきたい 

と思います。 

新体力テスト実施 

学年別に行われた新体力テストが終わりま  

した。体力テストには、「握力・立ち幅跳び・反  

復横跳び・上体起こし・長座体前屈・ソフト 

ボール投げ・シャトルラン・５０ｍ走」の８種 

目があります。子供たちは、どの種目にも真剣 

に取り組んでいます。今回の結果を分析し、良 

い面はさらに伸ばし、改善が必要なものは、体 

育科の授業を中心に、力を伸ばしていけるよう 

にしたいと思います。 

 

 読み聞かせ 
 メタセコイヤの皆様に、毎週火・木曜日を中   

心に読み聞かせをやっていただいています。学 

年の発達段階や子供たちの興味・関心等を考 

え、本を選んで読み聞かせをしてくれていま  

す。読み手のパフォーマンスで、子供たちは、  

本の世界にぐいぐい引き込まれています。 

本は心の栄養と言います。感受性豊かな今の 

時期に、たくさんの本に出会ってほしいと思い  

ます。 

 

２年生校外学習 
 先日、２年生が校外学習で浜松市動物園に出かけま   

した。グループ活動を中心に、班員の皆で協力し、ク 

イズを解きながら、園内を回りました。クイズを解い 

ていくことで、動物園をより深く知ることができまし 

た。また、獣医のお話を聞くこともできました。動物の 

習性、治療方法、飼育員との連携の大切さや仕事のや 

りがいについて、直接お話を聞くことができ、有意義 

な時間を過ごすことができました。 

 

 

 

 



 

 

令和 4年度 第 2回 麁玉小学校運営協議会 会議録（要点記録） 

 

1 開 催 日 時  令和 4年 6月 28日（火） 13時 30分から 16時 00分まで 

2 開 催 場 所  麁玉小学校 会議室 

3 出 席 委 員  竹内 茂 伊藤 順子 渡邊 剛一 萩原 蓮實 平野 和江 松下 信子 

曾我 雅也 鈴木 真由美 森田 智佳 

4 欠 席 委 員  なし  

5 学  校    西川 正師（校長） 大桒 啓司（教頭） 阿部 泰幸（教務主任）  

町田 和代（CSディレクター） 

6 オブザーバー  堀田 洋一（教育総務課） 椛 通安（麁玉協働センター職員） 

7 傍  聴  者   なし 

8 協 議 事 項   

（1） 第 1回学校運営協議会の議事内容確認（会長） 

（2） 授業参観から 

（3） 「スタート」ステージの検証（評価）と今後の取組（熟議） 

（4） DVD視聴 井上尚子氏講話 ※約 20分 

（5） 地域での活動計画 人材活用・学習ボランティア・見守りボランティアの 

要望等（熟議） ※学年主任との協議 

9 会議録作成者  CSディレクター 町田 和代 

 

10  会 議 記 録  

    

（1）第 1回学校運営協議会の議事内容確認（会長） 

    議長の竹内氏から、第 1 回学校運営協議会の議事内容確認があり、委員全員で確

認し 

   異議なく承認した。 

     

（2）授業参観から 

    ・発達クラスの水泳の授業で先生が子供たちをしっかり目視して準備運動をして

いた。 

     先生のきめ細かい指導が良い。 

    ・高学年は授業に集中していた。学力向上につながってほしい。 

    ・タブレット準備中に好き勝手している子がいた。子供たちのサポートをする人

が居ると良いのではないか。（平野委員）  

    ・4 月に参観した時よりもざわついているクラスがあった。授業の内容によって

違いが 

     あるのだろうか。 

    ・発達クラスの子供たちは授業を頑張って受けていた。良い環境なのになぜ教室

に居る ことができないのか不思議。（松下委員） 

    ・今日は教室から出ている子がいないのに驚いた。 

    ・みんな前を向いて授業を受けていたが、一人髪の毛の手入れをしている子がい

た。 

     先生が注意することもなく、周りの子供たちも気にしていなかった。（森田委員） 

 



 

 

・先生がいないと何をして良いのかわからず、教室を出ている子がいた。 

    ・タブレットをキーボード入力させてくれているのが良い。（鈴木委員） 

・高学年は落ち着いて授業を受けていたが、低学年は落ち着きがなかった。今後

に期待 

したい（曾我委員） 

    ・つい自分が小学生の頃と比較してしまうので現状に驚いている。今の子供たちは

自由 

奔放で、自分の思うように行動している。 

・自分の意見を言えることは良いが、正しい発言・行動の方法を覚えたら良い大

人になれると思う。（渡邊委員） 

    ・午後は支援の先生がいないので先生が大変そう。  

    ・手のかかる子も、登校中はしっかりしてきたと思う。（伊藤委員） 

    ・スポーツフェスティバルの練習を見た時、参加していない子がいた。理由を聞い

たら 

     めんどくさいからと言われた。  

・早めに来て掃除の時間を見た。上級生が中心となり、下級生に掃除の方法を教

えていた。縦割りの良い効果がでていた。（竹内委員） 

  

（3）「スタート」ステージの検証（評価）と今後の取組（熟議） 

    議長の指示により、教務から、資料に基づき「スタート」ステージの活動の説明

および、今後の取り組みの説明があった。 

 

（4）DVD視聴 井上尚子氏講話 ※約 20分 

 

（5）地域での活動計画 人材活用・学習ボランティア・見守りボランティアの要望等（熟

議） 

    ・各学年の主任から①子供の様子 ②必要な学習ボランティア ③地域とのつな

がりを 

深める活動の説明があった。 

 

10 その他報告事項（今後の予定） 

事務局から、学校運営協議会自己評価についての説明及び、次回会議は令和 4年 10

月 29日（土）午後 14時から開催する旨の報告があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

  



 

  



 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

（３）実践部会（職員）と学校運営協議会のメンバーとの熟議 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

  



 

  



 

  



 

麁玉小学校 コミュニティ・スクール 学校運営協議会計画 

4月１日(金) 第１回職員会議 

       ○学校経営方針の共有 

4月 21日(木)   

13:30 第１回学校運営協議会 

○本年度の課題の確認 

○学校運営方針の承認 

5月 27日(金) スポーツフェスティバル 

 

 

6月 28日(火)  

   13:30 授業参観 

   14:30 第２回学校運営協議会 

       ○「スタート」ステージの検証（評価）と今後の取組 

       15:00 学年主任との協議 

○地域での活動計画 人材活用・学習ボランティアの要望等 

○総合的な学習や生活科、社会科での地域との連携について検討 

７月末 第１回学校評価 

夏休み  

 

8月 30日(火) 実践部会 

       ○学校評価の分析と次のステージの取組の見直し 

       ○取組の共通理解 

 

 

 

10月 29日(土) 学校公開日 

    14:00 第 3回学校運営協議会＜総会＞ 

○実践部会（職員）と学校運営協議会のメンバーとの熟議  

○第１回学校評価の分析と「チャレンジ」ステージの活動の検証 

○今後の具体的な取組の承認（夏休みの実践部会で原案を策定） 

○「やさしい子」「かしこい子」「たくましい子」の 3部会に加えて、

「地域の子」（仮称）の 4つの部会で目指す子供像の実現について

話し合う 

○来年度の教育課程編成に向けて、ビジョン（案）・子供像（案）の

検討 

○教育委員会への意見申出について 

12月末 第 2回学校評価 （教育課程編成資料の作成） 
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１月～ 次年度の教育課程編成 

       ○職員でビジョンの設定（第２回で検討したビジョンを基にする） 

       ○「2023 Aratama Plan（グランドデザイン）」の作成  

○各実践部会で、次年度の子供像、具体的な取組を作成 

       ○目指す子供像を実現するための年間行事計画の作成 

       ○教育課程冊子の作成 

2月 17日(金) あらっこ学習発表会 

   13:30 授業参観 

   14:30 第 4回学校運営協議会 

○第２回学校評価の分析 

◯「2023 Aratama Plan」（来年度の基本方針）の概要説明 

○次年度の教育課程の説明と検討 

○来年度の課題と具体的な手立ての説明と検討 

○学校関係者評価の実施 
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令和４年度 学校運営協議会自己評価表 

浜松市立（      ）学校運営協議会長 

必須 

＜評価項目１＞ 学校運営の基本方針について熟議することができたか。 

必須 

＜評価項目２＞ 学校運営に資する活動について熟議を進めることができたか。 

必須 

＜評価項目３＞ 今年度の取組の評価を踏まえた来年度の目標（取組の重点） 

 

 

○ 学校の目標や課題を、学校長と共有することができた。 

○ 目指す子供の姿、身に付けたい資質・能力などのビジョンについて理解を深め 

ることができた。 

○ 校長から学校運営の基本方針について丁寧な説明があり、十分な熟議ができ 

た。 

○ 各委員が、様々な視点で学校運営の基本方針について意見を述べ、充実した熟 

議となった。 

○ 学校運営の基本方針について熟議をしたことにより、活動内容と基本方針との 

関係が理解でき、熟議を円滑に進めることができた。 

○ 授業補助や花壇整備等、学校からの要望について具体的な支援策を熟議するこ 

とができた。 

○ コロナウイルス感染症予防対策のため、学習支援ボランティアの関わり方につ 

いて熟議した。 

○ 職場体験について学校から提案があったが、コロナ禍の中での実施について、 

受け入れ先の対応等、課題が多く挙げられた。 

○ 学校運営の基本方針について熟議したことで、各委員の学校教育への理解が深 

まった。来年度は学校課題の改善に向けて、更に熟議をしていきたい。 

○ コロナウイルス感染症予防対策のため、熟議の時間があまり確保できず、学校 

運営に資する活動について熟議することができなかった。来年度は、学校運営に 

資する活動について熟議をしていきたい。 

○ 様々な立場の委員の意見を聞いたことで、学校や子供を捉える視点が広がっ 

た。学校、家庭、地域の役割を整理し、家庭・地域へ発信していきたい。 

○ コロナ禍の中で、学校行事等について、何ができるか、何をすべきか熟議する 

ことができた。学校の教育活動がより充実するよう、来年度も協議会として学校 

へ意見を伝えていきたい。 

○ 協議結果を受け、学校支援コーディネーターが地域人材を発掘し、放課後学習 

の支援を行うことができた。来年度も継続し、さらなる充実を図りたい。 

 

記載例 



※学校運営協議会ごとに、評価項目を追加する場合 

＜評価項目４＞ （ 協議会の取組や学校運営に資する活動について、教職員、児童 

生徒、保護者、地域に周知することができたか。       ） 

※学校運営協議会ごとに、評価項目を追加する場合 

＜評価項目５＞ （ 協議会の取組や学校運営に資する活動について、保護者、地域 

と連携し、協働することがで 

  

○ 校長や教頭以外の教職員と意見交換をする機会がなかった。互いに顔を知り、 

相互理解を深めたうえで、学校運営に資する活動の熟議を進めていきたい。 

○ ＣＳ便りを発行し、協議会の活動の様子を広報することができた。 

○ 地域への周知が十分ではなかった。周知の仕方も含めて改善していきたい。 

○ 学校ウェブサイトについても有効に活用していきたい。 

○ コロナの影響で、読み聞かせや授業補助のボランティアを募集することができ 

なかった。来年度はコロナ禍でどのような学校運営に資する活動ができるか熟議 

していきたい。 

○ 中学３年生の受験の面接練習で、地域の方に面接官をしていただき、緊張感の 

ある、良い面接練習を行うことができたと考える。 

○ 職場体験はできなかったが、地域の方に働くことについて話をしていただき、 

学習の充実を図ることができたと考える。 



  



 

  



  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

  

 

 

 

 

  



 


